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12. マツの樹皮下に穿入したキイロコキクイムシに対する BHC乳剤の有効度.林深出血の

防l御こLuする研死.卵3報.良沢純夫･浅野目司･伏見静枝 (イハラ投薬研究所)

林木の樹皮下に辞入して食;Ifする, いわゆる穿孔当虫の駆除を目的に調製された,殺虫剤の有効

庇を見税るための, ひとつの方法として, 薬剤を処理して一定期間後に脱出LT=成虫の数をかぞえ

ろT.Jけの訂d鉛を, プロビット法によって那析t.I, その中央有効値をもとめる試みをおこなった.キ

イロコキクイムシの食指をうけた,クロマツの樹枝部を実験材料に, 薬剤には BHC乳剤をもちい

て,まず,この虫の蛸枝上にわける羽化数が,負の二項分布にしたがうことをたしかめた.そのSV･均

他とtIも誠本数とで, 各損度段階においてえられた縫羽化成虫数を割ることによって生存率をもとめ,

普通のプロビット解析法の適用を可能ならしめた. なおこのときの重み係数は班本が負の二rin分布

にしたがっているときに通用されるAnscombe

林木の以放下に喰い入って加害する,いわゆる穿孔

u山の兆剤による駅除試験は,血糊所定出の薬剤を被

u･木に撤押し,-k'糊r凋経過した後に,その樹皮を劉

離して.そのFflの生死の虫数を記録することによって

なされている.しかしこの方法によって,hHj足するに

たる牧山畔をえろための個体をあつめるには,とくに

佃休の分散が大きい,大型のカミキリムシなどにおい

ては,きわめて困難である.こうした不都合を,ある程

度少なくして,最もたしからしい薬物の有効度を見破

るひとつの試案として,筆者ら○)はさきに,クロマツ

を加臼していたマツノマグラカミキ.)Monochamus

atLernatusHopeの駆除に用いた,ホ1)サイド乳剤の

有効庇の評価に,少数例を用いる個体別記録の解析法

を応用した.しかしこれとても.樹皮の剥離に多大の

労力を要する欠点があり.また観娯者による生死判定

の誤差が大きく,ときに妥当な有効度の評帖ができな

い場合がないでもない.三世者らは,そうした労力と誤

差を排除して,より能率的に正確な薬剤の効果を判定

することを目的に,薬剤を撒布して一定期間後に,供試

木から脱111する成虫の数だけをかぞえる方法によって,

イJ効皮の評価をおこなうことをこころみた.そうした

ことを.lB図した理由は,撒布した薬剤の氾皮と脱出し

80

の式によって井定した.

た成虫の数との朗係がえられれば,無処FJ!対照区にお

ける脱出成虫数にもとづいて,各濃度段階における致

死率を推定し,これからプロビットを用いる放尤法に

よって,氾皮一致死率曲線の方程式が界定できるからで

ある.この放尤推定法はWadley7)によって出初にの

べられ,Finney一)によってその直後詳細に休系づけ

られたもので,虫近良沢ら8)によって,昆虫の化学不

妊剤の尖鹸結果の解析にそのまま応用された.ところ

で Wadleymの方法は,-供試単位あたりの虫の数が,

ポアソン分布にしたがっているときに適用できるが,

もしこれが負の二項分布にしたがっている場合は,か

けるべき重みの計算に,Anscombel)のmodification

が必要である.それ故,林木の穿孔害虫の駆除兆剤の

試験結果を,最尤推定法によって盤理する場合は,蕊

ずそれらの眺試木上における分布様式を.あらかじめ

詳細に調査検討しておくことがのぞましく,上記のい

ずれの分布にしたがっているかを決定した上で,針罪

に入らなければならない.ところでもし脱山する成虫

の数が,負の二項分科こしたがう場合は,その分牧の

相接である母数kの計許がまためんどうで,Bliss

and女isher3,の放尤法によっT=場合などは. とくに

わずらわしく,そのために多大の時間を要する.しか
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しここでいわゆる共通の kcを,あらかじめ求めてお

くことができる場合は,一度その他をきめておくT.Jけ

で,以後の実験においては,それをそのまま班うこと

ができるから,kをきめるための調/亡とi汁印をはぶく
ことが可能である.それ故八･池のkcの抑止がTlJ随で
あるか否かは,省力の関山を火きく'LJ:'J_げろ爪朗なひ
とつの事項であるといえよう.

また一方.WadleyT).Finney4)いずれのJJ'法によ

る場合でも.最尤抑:Ji:氾では.兆伯の対数x.致死串

のプロビットy,爪みW'の他に.さらにひとつの祁助
変数x'を用.lBして,以後の計許に入 らなければなら

ない.それ放ここにまた計許のわずらわしさがあり.

火映をm111化しえても,符法のプロビット法以上に,
以後の;汁許に労力を要する欠点が残されている.補助
変放∫'を称.､て計界を簡単化することは,つぎにの

ぞましいひとつの持田である.

今llIlI.マツの梯皮下に穿孔して喰fL'･するキイロコキ

イムシ Cry♪halusfulvusNiijimaの駆除を目的に許3

製きれたBHC乳剤の効力を評価する実験を,上にの
べた様な事項をIB･虎においておこなった.その結果の

ひとつをかかげ.牙孔召虫駅除剤の有効度を評価する

ためのひとつの試案をのべる.

本文に入るに先立ち.敷他所Ufの上に粒 の々御教示

をあたえられた Edinburgh大学,統計学教室のDr.

D.A.Williamsに謝意を衣する次節である.

実験材料および方法

キイロコキクイムシの穿入加召によって枯死した眺

試木は,静岡県桁水市駒越のE]本平山塵にrl生してい

た,約50年生のクロマツの樹枝部から,1967年1月中

旬に採取した.これらの垣従2から6cmの部JJlを,

耐托同様10cmの好きに切断して,これを調禿即位と

した.この様にしてえられた調査木の数は,都合398

本であった.

ところで,筆者ら2)はさきに,その喰害によって枯

死したマツの樹枝部から,羽化脱出するキイロコキク

イムシ成虫の,個体数の分布は過大分散で,負の二項

分布によく適合することを報告した.しかし調査日別

の脱川成虫数の分布,また調茂木別の脱州成虫数の/JI

布J己録の問には.光速のkcをもとめろことができな
かったことを排せ招じた.このことは.糸剤牧神火映

の記録を粒PJ7.する均分に.眺誠木を採取した調左目,
あろいは調tf木ごとに.無処理対冊区をもうけてkを

きめておくことの必公性をしめすものである.すなわ

ち仁はA状態において,加EBをうけて枯死した,マツの

樹枝部をtlは 材料とした似合は,おおむね共通のkeは

きめがたく,竹刀の見地からのぞましいとおもわれる

条件のひとつを,まずここで見送らなければならない.

この様な:'Ji火がすでにあきらかにきれていたので,

今l那托-#らはtJt.試木の約!l'l効の190本をもちいて,あ
らかじめそのJJ1-/IJ一部がF'Iの二項1分抑 こしたがうことを

あさらかにし.そのIPll一均他.ieと,過大分散の田班であ
る付欽kの他をきめることをおこなった,すなわち材

部の乾枚をふせぐために,まず両切断面にパラフィン

を独I/11し.一本ずつポ.)エチレンの二重袋に入れて,

77"1班25oC.関係粒度60,%の,I.lfr時130lux蛍光灯.R.(i

明発作下におき.それから脱出する成虫の数を封入後

7口に=こかぞえた.

つぎに殺虫試験をおこなうために.のこりの208本

の両刷を,lrl]梯パラフィンでj-･才じ,これらを16本ずつ

13等分し,その1肺を対朗.((区として水に約30秒浸ll.ル

た.そして他の121rfを.それぞれ所淀の机皮に水で稀

釈したBHC乳剤にW一時rLTTJElfl'ル た. 1iE川口戸外に
おいた後,'Jruと同様2mのポ.)エチレン矧 こ入れて,

火映宝の環噴射 1'.下にわいた.羽化脱川するキイロコ

キクイムシの城山の数の記矧ま.封入按7r]口におこ
なった.なおここでもらいT=BIIC乳剤の処方は.
r-BHC10%,トキシマル5005%,キシロール85%で,

節2表にしめした浸fl'1兆枚の諾3度は,1f効l成分r-B‖C
の氾皮である.

実験結果と考察

鵬試木の半数190本をもちいて,それから羽化脱Ilt

する成虫の数を7.7己録し,平均伯方と分散S2の比は.

sZ/.i-24.590451>1となり.明らかに過大分散で,

f'Iの二AFt/JJ抑 こあてはめうるであろうことをしめして

いる(耶1誠).災小JRのTR班であるE3放kI,kは,そ
れぞれ,fL/(sL.f)の式,および BlissandFishers)

の放尤班によってもとめたIdiである.

郡1表はklおよび kの他をもちいて計算した負の

二項分布へのあてはめの結果で,x2試験の値は,ともA A
にこの分布型に適合することをしめしている.kl.k

のうち最尤法できめた kの値によるあてはめの方が,

はるかに高いことがしめされている.そこで以下の突

験結果の整理には,最尤法でもとめた k-0.47240を

もちいることとする.

つぎに湖山.試験の紙火をしめしたのが那2誠である.

ここでえられT:水処即対P.(!区におけろ平均肌は261/16

-16.3125で. さきに無処刑の眺試木の坪数をつかっ

てきめた･平均ld13.9842と大体おなじで.水に臣漬し

た彫矧まないものと巧えられろ.

ところでWadley7)の放尤法によって, この濃度と

致死率の凹係を計許する場合の耶一歩は,無処理対照

区の数値と,最低洗度段階あたりの脱出成虫数とから,

暫定的なNの値をえらび,L7-1-S/Nとして致死率

をきめていくのであるが,これでは先にのべた様に,

81
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Table.1･DistributionofadultsofCyy♪halusf uLvusNiijimaemergedfrom dead
pinebranches(Obs.I)andexpectedfrequencies fortthenegativebinominal(4)･

oflOcm

J /

ISeetles A Beetles <
p早lunit Obs. kl=;0.59279 k-0.49240 perunit A Obs. k1-0.59279 k-0.49240

¢ ¢ x / ¢ ¢

0 32

1 24

2 13

3 14

4 4

5 5

6 8

7 6

8 4

9 7

10 6

11 7

12 5

13 2

14 0

28.47 35.95

16.19 17.10

12.37 12.33

10.25 9.89

8.84 8.34

7.79 7.24

6.96 6.40

6.29 5.74

5.7 3 5.19

5.25 4.73

4.83 4.34

4.46 4.00

4.13 3.70

3.84 3.43

18 1

19 1

20 1

21 1

22 0

23 1

24 1

25 2

26 0

27 0

28 2

29 3

30 2

31+ 34

2.74 2.45

2.57 2.31

2.42 2.17

2.28 2.05

2.14 1.93

2.02 1.83

1.90 1.73

1.80 1.63

1.70 1.55

1.60 1.47

1.52 1.40

1.43 1.3 3

1.36 1.26

26.16 26.93

3.58 3.20 一Ⅳ
15 0 3.34 2.98 ∬2

16 3 3.12 ･ 2.79 I‡
17 3 2.92 2.61 P

190 190.00 190.00

39.488 34.156

29 29

0.094 0.237

虎-13.984211,S2-343.878056,
S2/x-24.590451,k1-磨/(S21云)-0.592791,
k̂-0･492404(BlissandFisher).

Tabe12.Relationbetweenconcentrationof BHC
emulsiEiableconcentrateandnumberof em erged
beetles

Concentration Numberofemerged Totalnumber
ofBHCE.C. beetles ofemerged
(形inγ-BHC) perunits beetles
4 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 1 0
4×(0.5) 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0
4×(0.5)2 0 0 0 1 0 0 0 1

0 1 0 0 0 0 0 0
4×(0.5)3 0 0 0 0 0 0 1 9

0 0 1 0 0 0 0 0
4×(0.5)1 0 0 0 1 0 0 0 0

1 1 0 2.0 0 0 0
4×(0.5)1 1 2 6 7 4 0 0 3

0 0 0 0 0 1 0 1
4×(0.5)1012 8 2 0 0 0 7

16 451 0 1 18 5 7
4×(0.5)7 312 3 0 0 0 7 1

0 024 614 2 0 10
4x(0.5)8 62 6 0 1 0 0 0 19

29 2 0 0 0 0 8 0
4×(0.5)9 25 0 0 0 1 40 0 0

023 12819 010 8
4x(0.5)10 46 0 322 4 716 51

414 2 010 23 027
4×(0.5)11 5836241625 044 68

9 1 1 826 3916 3
Controls 18 0501329 2246 4

1142812 0 115 8

0
3

ll

5

25

131

82

127

155

229

374

261

82

補助変数 x'--Q/Zが入ってくるから,計算が投雑

になり,労力を要することとなる.この煩雑さをなく

する措置として,今回第2表,第3欄の数値,すなわ

ち節4変節2欄の数値を16mで割って, これを生71-･

虫率 (約4表邦3欄)とし,鞘法のプロビット汚r罪

に移る方法をとった.ここで16は供試木の政で,桝は

平均値真の値,すなわち13.984211である.このiLiJ/I'･

虫串を100からひいて,致死率♪になおし (邦4欄).
この他をプロビットの滋をもちいて実験地のプロビッ

トy'(邦5欄)におきかえ.氾皮の対欽x(耶1胤

負数をなくして計算を佼利にするために,火際の対放

伯に4.0000を加えてある)との関係をグラフの上に打

点し,これを満足する様にひかれた予僻回帰tEi線 (那
1図破線)から,期待プロビットY'(第6欄)をもとめ.
さらに補正プロビットyを計算することは7ほ法のそれ
と全くおなじである.

つぎに,歪み係数Wの計算であるが,Wadley7)の

方法では W-ZZ/Qの形をとり,ProbitAnalysisに

は表ⅤⅠⅠⅠとしてその他がしめされている.しかしもし

ここで標本が色の二項1分布をしめしている似合は,tu

はつぎの形をとるべきであることが Anscombel)に

よって指摘された.

kZ2

W=~育て弼 -~
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Table3.CalculationofweightsbyAnscomtx'sformulawithm=13.9842andA;0.492404

Y' Q Z2 Z2/Q kxZt/Q=(A) Qm Qm+A-(B) (A)/(B)W'=(A)/(a)×16〝暮

7.9 0.00187 0.00004 0.021390

7.5 0.00621 0.00031 0.049919

7.1 0.01786 0.00193 0.108063

6.7 0.04456 C.00885 0.198609

6.3 0.09680 0.02937 0.303409

5.9 0.18406 0.07080 0.384657

5.6 0.27425 0.11104 0.404886

5.2 0.42074 0.15291 0.363431

4.8 0.57926 0.15291 0.263975I
4.4 0.72575 0.11104 0.153000

4.0 0.84134 0.05855 0.CNS9591

3.6 0.91924 0.02242 0.024390

0.0105325 0.026150 0.518554I0.020311･ 4.5446

0.0245803 0.086842 0.579246 0.042435 9.JI948

0.0532107 0.249758 0.742162 0.071697 16.0422

0.0977959 0.623136 1.115540.0.087667 19.6155

0.1493998 1.353671 1.846075.0.080928 18.1076

0.1894066

0.1993675

0.1789549

0.1299823

0.0753378

0.0342669

0.0120097

2.573932

3.835167

5.883712

8.100488

10.149033

11.765467

12.854836

3.066336

4.327571

6.376116

8.592892

10.641437

12.257871

13.347240

0.%1770 13.8210

0.046069 10.3079

0.028066 6.2798

0.015127 3.3847

0.007080 1.5842

0.002796 0.6256

0.000900 0.2014

Table4, Calculationofconcentration･mortalitycurve

co=esn･ n_u:TTGを ,of崇,rv?veenj cpeenrt 蕊 1 .2cxt-ed Co_r_r_eLC!.ed Weight

Y' y W' W'x wry

Log Total
しUl▲ヽ′t=J1ー

(t.ra4% ,一AeL;ele:;GegAsedù a:ertvievsed -ocretna;ity ,PiroibCiatI S?rcotbeiU u;;oLSi;
x N (N/16m)×l00 ♪-(100-S) y'

4.6021 1 0.4 99.6 7.65

4.3010 0

4.0000 3

3.6990 11

3.3979 5

3.0969 25

2.7959 131

2.4949 82

2.1938 127

1.8928 155

1.5918 229

1.2907 374

0 100
1.3 98.7 7.23

4.9 95.1 6.65

2.3 97.7 7.00
ll.2 88.8 6.22

58.5 41.5 4.78

36.6 63.4 5.34

56.8 43.2 4.83

69.3 30.7 4.50

102.3 -2.3

167.2 -67.2

7.9 7.541 4.5446 20.9147

7.5 7.854 9.4948 40.8371

7.1 7.210 16.0422 ･64.1688

6.7 6.653 19.6155 72.5577

6.3 6.731 18.1076-t61.527貞

5.9 6.171 13.8210 42.8023

5.6 4.667 10.3079 28.8199

5.2 5.340 6.2798.15.6675

4.8 4.829 3.3847 7.4254

4.4 4.498 1.5842 2.9986

4.0 3.249 0.6256 0.9958

3.6 -し427 0.2014 0.2599

34.2708

74.5722

115.6643

130.5019

121.8822

85.2894

48.1070

.33.5341

16.3447

7.1257

2.0326

-0.2874

2 104.∝将3 358.9755 669.0375
Z(W'x2)-1282.1304
2(wx'y)1-2372.4887
2(W'y2)-4414.5863
i-I(W'x)/2(W')-3.451379
タ-a-I(wry)/I(W')-6.432478
⊂W'x2⊃-2(W'x2)一度Z(W'x)=43.1699
〔W'xy〕-2(W'xy)一夕2(W'x)-63.3867
〔W'y2)=2(zp'y2)-タ2(Wry)-111.0173
b=〔W'xy〕/〔W'x2]=1.4683
が-〔W'yつ-b〔W'Xy〕=17.9466
〃-〟/-2=10

mとkは耶1誠の下段にしめされている値x-とkを

もちい.Q-1-PとZZは ProbitAnalysisの表V

にしめされているから,y'に対応するその値をよみ

とり.上の式にあてはめて計許すればよい.節3表が

その計許の噸Tyをしめしたもので,郡9欄の伯がillみ

W'である.もっとも木火映の場合の様に.各浪皮段

階において,供試木の数が等しいときは.あえて16〝I

をかける必要がなく.3Eみ係数Wをそのまま試みW'

としてもちいればよい.来秋の淡IR段階に応じて.tJも

試本数がちがう場合は,それぞれに応じた数をかけて

83



防 虫 科 学 第 33.巻-ⅠⅠⅠ

それを歪みとする‥

この様にしてx,yおよびW'をきめることができた

から,後は普通の方法で計算をすすめて行けばよい.

その唄序をしめしたのが節4表とその下段の数値であ

る.これからもとめる渋皮一致死率回帰直線の方程式

は.Y-6.4325+1.4683(x-3.4514)となっT=.節1

図の光線がもとひる回帰直線である.適合性の検定の

結架も,x2C&1-17.947<x2-18.307 (n=10,P=

0.05)で.もとめる回帰直線は実験値を満足している

s
J
…
q
o
･t
d

u
!

L
T
!
t
d
7
1
0
m

ConcentrationofBHCinlogarithms

Fig.1.Atransformedconcentration･mortality

curve,showingtheeffectuponadultsofCryL)haLus
/uLvusNiijimatodifferentconcentrationsofBHC
emulsion.Thedottedstraightlinewasplaced
graphicallybyinspection.thesolidonebycom･
putation,whilethedottedcurved linesshow
thelimitswithinwhichthesolidlinehasbeen

determinedbythedata.

ということができる.必出のあるときは,さらにこの

えられた凶相方程式を,-I,鵬回帰方程式として.期待

プロビットを計辞しなおして, 2回目の計算に移れば

よい.
観測値と理論他とが有意水準0.05において一致する
ことが証明されたので.〃およびあの varianceは.

V(a)-I/=(W')=0.009615,

V(A)-1/〔W'x23-0.02316

として1.汁許される.したがって a-6.432土0.098,

b=1.47土0.15とかきしめされる.凶相線の侶矧災外

は.XのえられるプロビットYの varianceを

V(Y)=V(LZ)+(X一度)2V(b)
=0.009615+(X-3.4514)2×0.02316

によりもとめ.土1.96/y(yrを計算することによっ

てえられる.新井の結果が.耶1図の破線をもってつ

らねた相対する2曲線である.

つぎに LCBOの対数旭は.つぎの式によってもとめ

えられる.
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logLCB0-度+S(5-9)

ここで S=〔W'x2〕/⊂W'xy⊃-0.6811で,虎,夕は節5表

の下段にしめすとおりで,それぞれ3.4514,6.4325で

ある.ゆえに,

logLCB｡-2.4757.

ところで,虫初計罪を使宜にするために,没度%の対

数値に4をくわえて.負数をなくする措置をとってい

るから,ここで4をひいて渋皮の美の対数値になおす

と,その値は -1.5243となる.実数単位になおした

結果は0･0299%である.どcriterionを,tの値に危

険率α-0.05における正規偏差1.96をもちいて,

g-l2V(b)/b2

の式によってもとめると,0.0413;となる.この仙ま

0･1より小であるから,logLC60のvarianceは.近

似的につぎの式によってもとめればij壬たりる.

V(logLC朋)-S2(S芯寡 +i:i-W･)-)-U･014686
故に,その95%の侶板取納ま,

mj=1.96I/VtiBELTcT5-2.4757土0.2375

-2.2382,2.7132.

これから4をひくと-1.7618および-1.2868となる.

したがってこの道対数値0･0173%～0.0517%が.中火

致死没皮の95%の信頼限界である.

以上の結果からマツの樹皮下に穿入したキイロコキ

クイムシに対するBHC乳剤の,中央致死渋皮は,

0･0299%で,95%の信頼限界は0.0173と0.0517%であ

ると結論することが可能である.

以上が林木の樹皮下に穿孔して加害する苦虫の,防

除剤の有効度を評価するための-試案である.さきに

甥者ら6)は,カミキt)ムシの様な大型の穿孔rJJ山に対

する,湖虫剤の有効度の評価は,樹皮剥離の結氷を個

体別に記録する方法によって,解析決定しうろことを

のべたが.今回本文でしるした本法では,税政を削離

して生死を記録する過程を省いて,脱山桐休だけなか

ぞえる方法をとっているから.労力はかなり削減され

たものといえよう.なおまたこの種の実験記金剥ま,出

尤法によって普通解析されるが,その最初の段階にお

いて,∬'を省いて,普通のプロビット法を通用しうろ

指匿をとることによって,計算も一段と簡Iti化するこ

とができた.こうした事によって応用姫ufIは.-Jd拡

大されたと考える.本文においてはBHC乳剤の拭映

例をもちいて計非法をしろすことを主眼としたが.班
々の薬剤をもちいた災験結果の解析例については.L'lj

にまたのべられるであろう.

摘 要

1. 樹皮下に'#入して食召する昆虫に対する,恕山

剤の有効JiEを兄も'1るためのひとつの方法として,,X剤
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を処班してから一定期間後に脱出する.成虫だけをか

ぞえ,これをプロビット法によって耶qfすることをこ

ころみた.

2. 供試昆虫には,クロマツの樹枝粗に汐入食プル

ていT=キイロコキクイムシをもらい.兆刑には BHC
10,Oo/乳剤を供試した.薬剤は,これを2.5I伽､ら51.200

倍までの対数間隔に水で12挫折に柿釈して.臼fl'1旺に

より処理した.

3. 被害眺試木は10cmのLlさに切WrL.これを1

調査単位とした.その坪数をもちいてそれから羽化脱

出するキイロコキクイムシの成虫の分布様式をしらべ

た括弧 これは5-13.984211,kA-0.492404を有する

flの二項分布に適合した.

4. 各班皮段階においてえられた羽化脱出数の合計

杏,f'Iの二項分布の平均値と供試木数とで割った値を

姓TT-･山串とt.I,これから致死率をもとめてプロビット

に変換し,これに対応する渋皮の対数との関係を,悶

法のプロビット法によって罪定した.

5. なお,ここでもちいるjT(み係数は,供試標本が

fiの二項分科こしたがう場合のAnscombel)の式 W-

kZ2/Q(Qm+k)によって計許した.
6. BHC乳剤の桝皮下に械息するキイロコキクイ

ムシに対する,巾央致死渋皮は0.0299,%で.その95,00'

信輔限界は0.0173-0.0517%であった.

7.樹皮を剥離してそのrrlの昆虫の生死を記録する

わずらわしさをさけ,プロビットをもちいる殺尤推定

法の補助変数x'を'Bく持田によって,珊法のプロビ
ット法の適用を可碓ならしめ,この程殺虫剤有効度の

評価を一段と冊犀化することができた.
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Summary

lnordertoevaluatetheeffectivenessofγ-BHC

tothebarkbeetles,Cry♪hatusfutvusNiijima,

variousconcentrations ofr-BHC emulsion

wereappliedtopinebranchesinfestedwiththe

beetles.B‖Cemulsifiableconcentratewasdiluted

withwaterinlogarithmicscalefromx2.5tox

51.200.orat12levelsofconcentration.Test

pinebrancheswerecutinlOcmlengthSandboth

endsweresea一edwithparaffintopreventrapid

desiccation.Halfofthebranchsamples,190

units.wasusedtodeterminetheformofspatial

distributionofemergedbeetlesperunit. The

branclleSWereindividuallyenclosedindouble

polyethyleneenvelopesandafter7daysthe

numberofemergegbeetlesperunitwascounted.

Thebeetlecountsperunitcouldbewellfitted

tothenegativebinominaldistributionwiththe

meanx--13.984211andtheindexofdispersion
k-0.492404.Theremaininghalfofthebranches,
208units.wasdividedandassignedtoeach

concentrationoftestingsolution.Sixteenbranch

unitswereusedforeachof12concentrations.A

groupof16branchunitswasusedasthecontrols

usingwater.Afterdippinginthetestsolutionfor

30seconds,thebranchesweredriedfor7daysin

theopenair,thenindividuallyenclosedindouble

polyethyleneenvelopes. Thenumberofbeetles

thatemergedwascounted7daysafterbeing

enclosedintheenvelope.ThepercentoHiving

beetleswascalculatedbydividingtheconcentra･

tiontotal,thetotalnumberofbeetlesthatem-

ergedfromthe16branchtlnitsofeachconcent-

ration,by16m.Here.16isthenumberof

branchunitsusedforeachconcentrationinthis

experiment.andm istheaveragenumberof

emergedbeetlesperunitobtainedinttleCOntrOIs.

Theweightingcoefficientwascalculatedby

Anscombe'sformula.W-kZ2/Q(Qm+A),which

isspecificallyusedinacasewherethesample

followsthenegativebinominaldistribution.The

resultofcalculationsshowedthatthemedian

lethalconcentr.ationofBHC 10% emulsifiable

concentrateforCyy♪haLusfulvusNii]-imaliving

beneaththebarkofapinebranchcouldbe

estimatedas0.0299% inactiveingredient,with

fiduciallimitsof0.0173and0.0517%for95per

centprobability.Itcouldbesaidthatthenew

processusedtodeterminetheeffectivenessof

barkbeetlecontrollingagentshasprovedtobe

moreefficientandaccuratethantheroutine

mettlOdofpeelingthebarkafterchemicaltreat･

mentandthencountingthedeadandlivingbeetles.
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